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令和５年４月就任

中村 和彦 新学長に聞く

“これからの山梨大学”
中 村 和 彦 （に むヽら か ずａ こ）

【専門分野】

教育学、発育発達学

【経歴】

1978 年　山梨県立甲府第一高等学校卒業

1982 年　山梨大学教育学部卒業

1986 年　筑波大学大学院体育研究科修了

2011 年　山梨大学教育学部教授

2015 年　山梨大学教育学部長 ・大学院教育学研究科長

2021 年　山梨大学理事（教学・国際交流担当）・副学長

【社会貢献】

山梨県少人数教育推進検討委員会委員長

文部科学省大学設置・学校法人審議会大学設置分科会委員

文部科学省中央教育審議会専門部会委員

日本教育大学協会理事

（ 財 ）日本レ クリエーション協会理事

（ 財 ）日本オリンピック委員会ゴールドプラン専門委員会委員　等

ぷ?1 ゝ
本 学 のご 出 身 で す が 、学 生 時 代 の 思 い 出 や エピ ソ ード、

Ｑ ｼﾞ

また 卒 業 生として 山 梨 大 学 の い いとこ ろを 教え て くださ い 。

同級生をはじめ先 輩･後輩など多くの仲間に恵まれた大学生活でした。私は保健体育科、現 在の芸術身体

教育コースに所属していましたが、保健体育科以外の教育学部の仲間や､工 学部の友達とも、サークルや部

活動などのさまざまな活動を通して知り合い、その交流は現在でも続いています。

山梨 大学のいいところは、なんといっても学生と教職員の距離が近いことだと思います。学生の皆さんには

遠慮せ ずに、教職員と関わりを持ってほしいと思います。一 人ひとりの学生に寄り添って有益なアドバイスをし

てくれます。

山梨大学広報誌[ヴァイン]

学生と学長が直接意見交換できる｢オフィスアワー｣を実施予定! ぜひ活用してください!
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/]7 ゝ 学長として成し遂げたいこと、Ｑ ｼﾞ
これからの山梨大学のビジョンを教えてください。

これからの山梨大学のビジョンとして、以下のことを実行していきたいと考えています。

①教育改革の推進：他大学との教育連携のもと、学生の皆さんの授業の選択肢を拡大させるとともに、意欲

をもって主体的に学習に取り組める教育を推 進していきます。また、高大接続教育の改 革や留学 生の受入

れ、海外 派遣プログラムを拡充してグローバル化を進めます。

②研究支援体制の強化 ：山梨大学には、クリーンエネルギー・発生工学・先端脳科学・ワイン等、本学な

らではの特 色ある研究がたくさんあります。こうした研究の国際展開、また、新たな研究分野の開拓や全学

的な研究力 の底上げに向けて、様々な支援を行っていきます。学生の皆さんにもぜひ研究の楽しさを経験し

てほしいと思います。

③地域との連携の強化：産業界・自治体等と連携し、少子化・医療対策・人口減といった地域の抱えてい

る問題の解 決に取組んでいきます。また、地域のニーズを踏まえた人材育成のためのリカレント教育を推 進

していきます。学生の皆さんが社会人の方々と机を並べて学ぶことで、多くの気づきを得ることと確信してい

ます。

1
:|

』

」

，

③ 学生ヘメッセージをお 願いします。

私は学生の皆さんへ、山梨大学を卒業され、ノーベ

ル医 学･生 理学 賞を受 賞された大村智 先生から学ん

だ『至 誠側惧』という言葉を贈りたいと思います。『至

誠側但』とは｢ 誠 意をもって物事に取り組 み、人の心

を慮ることで世の中を良くすることができる。そのこと

が自分自身の生き様となる。｣という意味の言葉です。

学生生活、さらには将来において、関わる大への思い

やりを大切にして、大にやさしい生き方をしてほしいと

思います。

ﾐ琵1　
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至 誠剣ヽjj､やり
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“ワイン科学研究センター”がリニューアル!

～最新のワイン研究に迫る～

令和4 年４月にリニューアルされたワイン科学研究センター。

新棟には、学生の増加やリカレント教育に対応できる教育・研究スペースやこれまで別棟にあった技術者

の教育や企業への技術的援助等を行うための｢エクステンション部門｣が集約され、効率的な分析業務や

共同研究を行うことができるようになりました。

官能検査室

~

ワインの特徴や品質を客観的に評価するため

に官能検査室を準備しました。いつも同じ環境

でワインを検査できるようになりました。

々 ｙ ふﾂ･
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ワイン科学研究センター

とは?

山梨大学広報誌[ヴァイン]

"

ワイン科学研究センターは､ 果実 酒を専門に研究する機関として､ 昭和22 年(1947)

年､山梨大学工学部の前身である山梨工業専門学校に､附属発酵研究所と

して設置されたのが始まりです。

発足当時は､ 山梨県の特産品であるワインの品質向上を目的として､ワイン醸造

に関する基礎研究を地域と密着して行ってきました。

現在はわが国のワイン産業の発展に伴い､ 世界的視野に立ち､先端的な細胞工学

あるいは遺伝子工学技術を駆使した基盤研究から､最新のブドウ栽培並びにワイン

醸造の実用研究までを包括する研究センターになっています。
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ワ イ ン を 微 生 物 汚 染 か ら 守 る

おいしく品 質 の良 いワイン造りを行 うた　　 膜 がおこるワインとそうで ないワイン

めに注 意しなければ ならないこととして､ 微　　 が あることを 発 見しました｡さらに研

生 物 汚 染 があります｡ 微 生 物 汚 染 が お　　 究を進 めていくうちに､産 膜 がおこら

こってしまうと､ワインからお 酢 や 獣､ 溶 剤

のような不 快 なにお いが 加 わり､ 本 来 の

香 りを損 なってしまいます｡ 私 は､ 産 膜 酵

母 によって引 き起こされる産

膜 という微 生 物 汚 染 に困 っ

ているという醸 造 現 場 の 声 を

|| きっ か け に､ 産 膜 につ い て 研

究 を はじ めることにしまし たO そ

し て､ 実 験 をし て いくうちに 産

ないワインで は､ 産 膜 酵 母 の 増 殖

を抑 える成 分 が 存 在 することが わ

かっ てきました｡ 現 在 は､ この 抑 制

成 分 がどのようなもの なの かを明 ら

かにする研究をおこなっています。 ワインからの成分抽出作業

近年､抗菌物質である亜硫酸を添加しないワインのニーズが高

まっています｡微生物汚染の防止効果のある成分をワインから発

見できれば､亜硫酸の添加量を減らしながらも品質の高いワイン

を造ることができると考えています。

ゲ ノ ム 解 析 に よ る ワ イ ン 用 ブ ド ウ 品 種｢ 甲 州｣ の 遺 伝 的 特 徴 の 解 明

5; ぶ?i　　　　
薄ピンク色の果実をもつ｢甲州｣は食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

1 ？ 丿夕　 用､ワイン用として山梨県をはじめ日本各　　　　　　　　　

凭
考

口
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－r？::　　　　　地で栽培されています.甲州は2010年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　'

１’　　　　　に国際ブドウ･ワイン機構に登録され､名　　　． 、　 ご　　　　･
．　　
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顧

品種となりました.果実遺伝子工学研究　　　　　　　　り4
×1jt　　　　　　　

甲州ブドウ'．"
‾
”"

部 門 で は､ 東 京 農 業 大 学 との 共 同 研 究 により､甲 州 の 全 ゲノム(

全 遺 伝 情 報) を解 読し､甲 州 の 個 性 を遺 伝 子レベ ルで 解 明 し

ました｡ 甲 州 の ゲノムを約120 の 欧 州 系 ワイン 用品 種 と比 較したと

ころ､ 甲 州 は他 の 欧 州 系 品 種 の いず れ にも属 さず､ 白 ブドウと赤

ブドウの両 方 に通 ずるユ ニー クな遺 伝 的 特 徴 を持 つことが解りま

した｡ 甲 州 ワインは 白ブドウに見 られる柑 橘 系 の 爽 や かな 香りや

鈴木 俊ニセンター長による

ワ イ ン は い つ 生 ま れ た の か?

ワインを飲 む人 も飲 まない 人もワインがどこで

いつ 頃 から飲 まれてい たか 知りたいと思 いま

せ んか? 遺 跡 発 掘 などの 考 古 学 的 解 析 に

加 え､遺 跡 の出 土 品 に付 着したＤＮＡを調 べる

分子生物学的解析により､ワイン発祥の地を探す

汲

．

赤 ブドウで 特 徴 的 なポリフェノール由 来 の ほのか な渋 みをもつこと

が､これまで に知 られていましたOこの 研 究 は､ 甲 州 ワインの味 わい

が 香りや 渋 みの 成 分をつくる遺 伝 子 の変 異 に由 来 することを科 学

的 に 裏 付 けたもので す｡ 今後 は甲 州 の 遺 伝 情 報 に基 づ き､甲 州

ワインの品 質 向 上 に向 けて､甲 州 の 個 性 を活 かした 栽 培 技 術 や

育 種 の研 究を行 う予 定 です。

ワ イン 造 りの 優 秀 な 土 器･ タ ヴ ェ ヴ リ

この 容 器 はクヴェヴリ(ｑｖｅｖｒi)と呼 ば れている取 っ手 の ない大

きな卵形の土器で､現在も伝統的なグルジアワイン造りに使

われています｡クヴェヴリは地中に埋めて使います｡地中に埋

ﾀﾍ゙ﾟ　めることで 発 酵 を促し｡貯 蔵 中 のワインを低 い温 度 に保 つこ

弓　
とができます｡ また､ 卵 型 の形 状 は発 酵 中 に果 汁 や 果 皮iy

の 循 環 を促 します｡ クヴェヴリに似 せ た卵 型 発 酵 槽 が近

年 注 目されるほどクヴェヴリは優 秀 な容 器 なのです08000 年 前

から続 くクヴェヴリを使 ったグルジアのワイン造りは､2013 年 にユ

研 究 が進 められ ています｡ 現 在 知 られている限 りで は8000 年 前　　 ネスコ世 界 文 化 遺 産 に登 録 されました｡ 石 器 時 代 のワインは宗 教

の遺 跡 で 見 つ かった 証 拠 が 最 古 の ものです｡ その 場 所 は､グルジ　　 的 な 催 事 に 使 われ てい たり､薬 として服 用 され てい たようで す。

ア(Ｇｅｏｒｇｉａ)の 南 部､ クヴェモ･ｶﾙﾄﾘ　　i ・　　　　　1　　　　 ］
一…
…'8000 年 前 から現 在 まで 造り続 け

地 方 にあ るカダ チリリ･ゴラ( Ｇａｄａｃｈｒili　･｀｡5'　　　　JF?:i.:､

劃

られ ているワイン｡ ワインの 魅 力 に

Ｇｏｒａ)遺 跡 です｡この 遺 跡 で 見 つ かっ た　

ｒlj･1

……
…‘｡
ヽ｡二

…
……=｡…
…゙ :
こ11｡｡

。

…
…;"` あなたもハマつてみませ んか?

容 器 にブドウを発 酵させ た痕 跡 が残 って　　　
………'=-

二
万万ｉ

、　　]iiii;iiiSISi( 参考文献:米国科学アカデミー紀要

いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……_｡______　、＝1 －・111グ'I'･' I“　‘゙　　　　　　　　　2017,114: E10309-E1031)
回Ｎａtｉｏｎａｌ ｗｉｎｅ ａｇｅｎｃy ０１ Ｇｅｏrｇiａ
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ス ポ ー ツ に 取 り組 む か た わ ら、

図 書 館 に 通 い つ め た 少 年 時 代

私が育った阿蘇山 の麓 の町では､子

どもがスポーツをすることが奨励されてい

ました｡加えて父親の『体が資本』という

教 育方 針もあって､ 小さい頃からソフト

ボールクラブに所属し､夏は水泳､ 秋は

陸上､ 冬はサッカーやスケー1ヽ などにも親

しみました｡一方で､本を読むことも好きで

した｡SF 冒険小説から始まって小学校の

図書館にある本を片っ端 から読 み漁り、

卒業する頃には読破してしまいました。

中学は､地元 の公立校に進みました。

当 時は全国 的に学校 が荒れていた時

代 で､ 不良 に走るのは部活をやらない

からだという考え方を私が通う中学 の先

生方はもっていました｡ そこで全員 が体

育 系の部 活に入るという決まりがあり、

私 も友 人に誘 われて野球部 に入りまし

た｡ところがこの野球部がとても厳しくて、

特に1 年生の頃は､練習の1 時間前に集

合して先輩 のスパイクを磨いたりクラウン

山梨大亨広報話【ヴァイン】

ﾄ を゙ 整備したり…｡ 先輩を見かけたらど

んなに遠くからでも必ず人声て挨拶する

といったルールもありました｡ 13歳にして

前時代 的な体 育会の洗 礼を受 けたわ

けですが､当時 は ソ|ﾓ懸 命でしたね。

宇 宙 飛 行 士 を 目 指 し、

熊 本 電 波 工 業 高 等 専 門 学 校 へ

中 学卒業 後は熊 本電波 高 吟(現: 熊

本高 専)情報工学科に進 みました｡電子

工 作キットを買ってきてテレビの　二か国

語アダプターを作るなどものづくりへの興

味があったと同時に､ 当時抱いていたエ

ンジニアとして宇宙飛行十になるという夢

に近づくため早くから技術分野を学びた

いという思いもあって選んだ進路です。

学 校はとても自由でしたが､ 入学と同

時に始まった寮生活は厳格で､ いろいろ

な意味で貴重な経験になりました｡また、

勉強もしつつ､ バドミントン部の活動にも

懸 命に取り組みました｡ 今田 的にも名の

知られた同級生とダブルスを組 み､ 彼に

ふさわしいパートナーになろうと長期休

暇もほとんど帰 省せす練習に励んだ結

果､5 年 生 の 時 に は 高･､!i{の 令 国 人 会 で

優 勝 す ることが で きました 。

大 切 な 出 会 い もあ りました｡ な か で も

人 きか っ た の が､ 教 養 系 の 科 目 の 教 科

書 として 先 輩 から 譲り受 け た｢ マ イン ズア

イ｣とい う本 。心 の 科 学 を 扱 っ て い て､ 人

問 とは 何 か､ 心 は とこにあ るの か とい っ た

ことが 書 か れ て い た の で す が､ そ れ が と

て もお もしろくて 。今 思 うと､この 本 との 出

会 い が､ 後 々 現 在 の 専 門 分 野 に 進 む 最

初 の きっか け でし た。

また､3 年 生 の 時 の 担 任 だっ た 宮 島 先

生 との 出 会 い も忘 れ ら れ ませ ん｡ とて も

か っ こい い 先 生 で､ そ の 先 生 へ の 憧 れ

が､ 大 学 の 先 生 とい う新 たな 口 標 に つ な

留学時 代の恩師夫 妻と



●

がりました｡ 肖 時 私 に は､ 新 しい もの を 作

りた い とか､ 大 に 話 を した い とか､ 本 を 書

きた い とか､ とに か くた くさん や りた い こと

が あっ て､ そ れ が 全 部 で きる の が 大 学 の

先 生 だ とい うことに､ 宮 島 先 生 を 見 て い

て 気 付 い た ん で す ね 。

高 専 卒 業 後 は､ 山 梨 人 学 へ 編 入 しま

した｡ 宮 島 先 生 が､ 都 城 高 専 か ら山 梨 大

学 を 経 て 東 北 人 学 の 人 学 院 に 進 まれ て

い た の で､ 一一つ の ロー ル モデ ル として に

ういう進 路 が あ るん だな 』と思 っ たことや 、

ごlj時､ 山 梨 人 学 に い らし た 有 沢 先 生 の

著 書 を 拝 読 して お もしろそうだ と思 っ たこ

とな どが､ 山 梨 人 学 を 選 ん だ 理 由 で す 。

山 梨 人 学 で もバドミントン 部 に 入 っ て 活

動 す る一一 方､11t くか ら準 備 を 始 めて 予 定

通 り 束 北 大 学 人 学 院 に 進 学｡ そ の 後 、

紆 余 曲 折 を 経 て､ 現 在 に至 って い ます。

人 を 幸 せ に す る

も の づ くり を 目 指 し て

現 在 私 か 専 門 として い るの は､ ヒュー

マン コンピ ュータ インタラクション という学

問 領 域 です。ユーザに

とって使 い や す いコン

ピュータをデザインすると

いうの はどういうことか(

ユーザインタフェース)、

とか､ ユーザ の体験をど

うやってデザインするか(

ユーザ エクスベリェ ン

ス)といったことを考えて

いて 、例 えば､ よりコン

ピュータを使 いや すくす

るための文字 入力 の方

若かりし頃の国際会議でのプレゼン

の科学者や技術者が､将来誰かの役に

立つようなものを作りたいと､希望を持っ

て日々努力を重ねている｡もちろん私自

身も､より良い未来を創造したり､人間が

健康になったり優しくなったりするような

デジタルテクノロジーを作りたいと願って

います｡そこで､ますは誰かのために将来

役に立つようなものを作ることが本当に

できるのかということや､ 人はなぜ作ると

いう行為をするのか､作り于の心 の健康

を保つにはどうしたらいいのかといったこ

とを確立したいと｡その上で､ 使い１も作

り于も幸せにするものづくりを実現してい

けたらと思っています。

■ り 町ｼｰ ………

Ｓ
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● 、

医学 部と共同開発した遠隔 眼科 診療の装 置
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大
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。

【研究分 野 】知能 情報学

【学位 】↑専士( 情報科 学) 東北大学(1996)

【略歴 】

1968年1989

年1991

年1996

年1996

年1998

年

1999年2003

年2011

年

熊 本県生 まれ

熊 本電 波高専(現:熊本高専) 情報 工学科 卒業

山 梨大学 工学部 卒業

東 北大学 大学院 情報科 学研 究科博 士課 程修了

東 北大学 電気通 信研 究所助 手

バージニアエ 科大学ヒューマン･コンピュータ･インタ

ラクション研究 所研究 員

山 梨大学 工学部 助手

山 梨大学 工学部助 教 授

山 梨大学 大学院 医学工 学総合 研究 部教授

Ｋｅｎｔａｒｏ
ぷｅ （

（ （

私の宝物
留学中に愛用した、

ジャグリングサークルのユニフォーム

東 北 大 学 電 気通 信 研 究 所で 博 士 号 を 取 得した も

の の､ ポ ストに 空 きが な い と わ かっ た 私 は､ 新 た に

ユ ー ザインタフェースを 学 ぶ た め バ ージニア エ 科 大

学 へ留 学 す ることに｡ 留 学 中は 研 究 に励 む傍ら､ ジャ

グリング サ ークル に所 属し､こ の丁シャツ を着て､ キャ

ン パスで練 習 をしたりパ ーティーな どに招 か れて技を

披 露し たりしました｡ あ の 日 々と共 に､ 今 も私 の 大 切

な宝 物で す。

山梨大才広報詰[ヴァイン] 07

法を模索したり､医学部の先生と遠隔で

の眼科診断 装置の開発にも取り組んだ

りしています｡ 遠 隔診 断装 置は過疎地

域の医療レベルを上げるだけでなく､医

療 従事者の労働環境の改善にもつなが

るとして､ 地元企業との協働 のもとで実

川化に向けて進めているところです。

また､ 個人的には､ものを作るというこ

とは何なのかということを確立させたいと

思っています｡科学哲学 の分野では､ 自

分の作ったものが将来どのように利川さ

れるか 予見できないと言 われていて､歴

史を振り返っても､開 発者の思いとは裏

腹 に11tの中を悪 い方向 へ導 いた例 が

散見されます｡でも､現実社 会では､多く
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毎日の生活は無数の選択の連続で

す｡「何を食べるのか」「何時に寝

るのか」､学 校や仕事がない休日な

らば「どこへ行って」「何をするの

か｣･ ‥｡これ らの“ 選 択" は自 分 の 内 側 に

あ る意 志 で 決 定 さ れてい るように思 えます

が､ 選 択 そのもの､ そしてその 選 択 が 効 率

的 に行 えるかどうかにつ い て､ 実 は 周 囲 の

環 境 から大 きな 影 響 を受 けてい ます｡ もち

ろん､ 自 分 の 意 志 が 強 く環 境 の 影 響 を受

け ないという人 も一 定 数 は いるでしょうが 、

私 自 身 も含 め 他 大 勢 は 周 囲 の 環 境 に 影

響 されることが 多 いと思 います。

例 えば､ 人 々の 活 動 や 健 康 に関 してい

えば､ 国 内 外 のこれ まで の 研 究 で､ 運 動 し

や すい 環 境 に住 む人 は 運 動 しや すくなり、

歩 きや すい 歩 道 の あ る地 域 に住 む 人 は

歩 行 量 が 増 える､ という結 果 が 報 告 さ れ

て います｡ 環 境 づ くり､まちづくりが 人 々の 選

択･ 行 動 を変 えてい るという可 能 性 がこれ

らの 結 果 からわかります。

私 の 研 究 室 で は､ この ような 地 域 環 境

が 地 域 住 民 の 活 動･ 健 康 に与 える影 響

につ いて の 研 究 を行 ってお り､主 なテ ーマ

の 一 つ に｢ 高 齢 者 が 運 転 をや めても健 康

に生 活 で きるまちづくり｣ があります。

近 年､ 高 齢 運 転 者 の 事 故 が 問 題 視 さ

れ､ 運 転 免 許 返 納 促 進 の 動 きが あります

が､ 地 方 の 多 くで は 公 共 交 通 が 衰 退 して

おり､運 転 をや め てしまうと買 い 物､ 通 勤 、

社 会 参 加 などの 活 動 が 制 限 され､ 結 果 と

して 寝 たきりになりや す いなどの 可 能 性 が

高くなります｡ 交 通 環 境 の 悪 さにより外 出

す るという選 択 が で きなくなることが､ 健 康

山梨 大学

生 命環境 学部 地域 社会システム学 科

准 教授

平 井　 寛

HIRAI Hirｏshi

2002 年京都大学大学院農学研究科地域環境科

学専攻博士課程後期終了｡ その後､ 京都大学研

修員､日本福祉大学主任研究員､岩手大学工学

部准教授を経て､2016 年より現職。

ゼミの様子

に影 響 を 及 ぼ すということが わかります。

自 家 用 車 を運 転しなくてもよい環 境 が あ

れ ば､ 運 転 免 許 返 納 が 進 んで 事 故 が 減

り､返 納 後 もこれまでとか わらない 活 動 性 が

維 持 できるは ず です｡ しかし､ そういった 環

境 の 整 備 は 簡 単 なことではありません。

買い物バス運行の社会実験

どうしたらこういっ た状 況 を改 善 すること

が できるの か｡ 改 善 方 法 の 一 つ として､ ま

だ 評 価 が 十 分 で な い 公 共 交 通 の 多 面

的 な 評 価 を 試 み てい ます｡ 例 えば､ 路 線

バ スは､ 運 賃 収 入 の み で は 採 算 が 取 れ

ないといっ た理 由 で 廃 線 になる箇 所 が 増

えてきて います｡しかし､ 高 齢 者 が バ スを利

用して 外 に 出 る機 会 が 増 えることで､ 健 康

寿 命 が 伸 び､ 結 果 的 に地 域･ 自 治 体 が

負 担 する介 護 費 用 の 削 減 につ なが るかも

しれ ませ ん｡一 見｡ 収 支 が 合 わな い､ 赤 字

運 行 とい うマ イナ ス面 が目 立 つ 路 線 バ ス

で す が､ 高 齢 者 の 外 出 を 促 進 するツー ル

として整 備 することで､ 社 会 全 体 で 見 れ ば

プ ラスの 効 果 を 生 み 出 す 可 能 性 が あ る

の で す。

今 後 も環 境 が 私 たちの 生 活 に 与 える

影 響 につ いて､ そしてより良 い環 境 づ くりの

ため に何 が 必 要 なの か､ 学 生 たちと共 に

研 究 を進 めてい ます。

環境が私たちの生活に与える影響について、

より良い環境づくりのため必要なものは何 か突き詰めていきます。

山梨大学広報誌[ヴァイン]

学生たちと議論
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担当教員

工 学部 応用化 学科 教授

米 山 直 樹

ＹＯＮＥＮＡＭＡ Ｎａｏｋｉ

クリーンエ ネルギ ー研 究センター 准教授

高 嶋 敏 宏

ＴＡＫＡＳＨＩＭＡ Ｔｏshihirｏ

工 学部 基礎 教育 センター 准教 授

井 上 久 美

工 学部 応用化 学 科 特任 助教

佐 藤 玄

SＡTＯＨａjiｍｅ

左から米山 直樹教授､ 井上久美 准教授､ 佐藤玄特任助 教､ 高嶋敏宏准教授

化学実験
化学 実 験は､1 年 次で学んだ広 範 囲な基礎 化学( 物理 化

学 一分 析化学･ 無 機化学･ 有機化 学など)に基づき､化学実 験

操 作の基 本的技術を習得することを目的としています｡3 年 次以

降に学 ぶ基 礎 工学･ 応用 工学の授業 科目や､ 高度な応 用化

学 系実験 に必 要な基 礎力を身につけるため､ 以下に示 す12 の

実験テーマに取り組みますO

1. 金属イオンの反応と検出

2. 容量分 析一標準液の調製と酸塩 基滴定

3. 容量分 析法による溶 解度･溶 解度積の測 定

4. 吸光光 度法による銅(Ｈ) イオンの定量

5.アセトアニリドの合成と精 製

6. 染料用アソ化合物の合成と染 色

7. 有機化 合物 の融点と混 融試験

8. 分子模型と結晶構 造描画ソフト

9. 分子の電子 スペクトルと分子構 造

10. 溶液 の凝固点 降下

11. 反応 速度と活 性化エネルギー

12. ヨウ素 時計反応の反応次数

ガスバーナーを用いた

ガラス細工の様子

教員によるガラス細 工の説 明の様子

アセトアニリドの合成

ﾋ ュ゙レットを用いた滴定操作の様子　　　　 吸光光度法による銅(11)イオンの定量　

化 学 実 験 は､ 待 ち 時 間 の 長 い グ ル ー プ 実 験 は 少 な く､ 一 人

一 人 が 実 際 に 千 を 動 か し て 一 つ 一 つ の 実 験 テ ー マ に 取 り組 む

た め､ 実 験 操 作 の 定 着 度 が 高 い 授 業 で す｡ また､ 各 テ ー マ に は

非 常 に 多 くの 実 験 手 技 が 組 み 込 まれ て い ます｡ 例 え ば 汀 ア セト

ア ニ リド の 合 成 と精 製｣ で は､ メ スピ ペ ットを 用 い た 試 薬 の 秤 量 、

加 熱 反 応 にお け る 実 験 機 器 の 設 置 操 作､ ガ ス バ ー ナ ー を 用 い

た 加 熱 操 作､ 還 流 操 作､ 吸 引 ろ 過､ 熱 時 ろ 過､ 再 結 晶 な ど 有

機 合 成 化 学 を 行 う上 で 必 須 の 実 験 手 技 を 学 び ます 汀 容 量 分

析 法｣ の 実 験 テ ー マ で は､ 精 密 天 秤 の 使 用 方 法､ ビ ュ レットを

用 い た 滴 定 操 作 な ど 分 析 化 学 の 基 礎 とな る実 験 操 作 を 身 に

付 け ることが で きます 。

良 い 研 究 を 行 うた め に は､ 綿 密 な 計 画 作 成 と実 験 後 の 考 察

が 必 要 に な ります｡ 化 学 実 験 で は､ 予 習ﾉｰﾄ( 実 験 計 画 書) の

作 成･ 実 験 後 の レ ポ ー ト作 成 を 通 し て､ しっ か りと 知 識 が 定 着 す

るような 指 導 を 心 が け て い ます｡ こうい っ た 作 業 は､ 学 生 実 験 だ

け で は な く､ 卒 業 研 究 や 就 職 後 に も行 うもの で す｡ 化 学 実 験 を

通 して､ 基 本 的 な 実 験 手 技･ 研 究 姿 勢 を 習 得 し､3 年 次 以 降 の

応 用 化 学 実 験 や 卒 業 研 究 に つ な げ て い っ て 欲 し い と思 っ て い

ます 。

山梨大学広報誌[ヴァイン] 09



山梨大学を選んだ理由は?

母が習字の先生をしていたこともあ

り､小さい頃から“先生"という存在は身

近なものでした｡その影響もあってか、

小さい頃の夢ぱ 先生"になること｡大き

くなるにつれて自分が習ってきたピアノ

や習字などを活かせるのは小学校の先

生なのではないか､と思うようになり小

学校教諭を意識し始めました。私には小

学校教諭として働いている兄がいるの

ですが､身近にロールモデルとなる存在

がいたことも大きかったです。地元が山

梨ということもあり､山梨大学の教育学

部に進学しようと決めました。

実 際 に大 学 に入 ってみ て

どうで したか？

教員になりたいと思って大学に入った

のですが､実際はどんなことを勉強する

のかよくわかっていませんでした｡教育

心理や発達心理などを学んでみて､とて

も興味深かったですし､教員になるとい

うことは｢何かを教える｣ということだけ

ではない､と強く感じました。子供の心

の発達､心理的なサポートの重要性も学

ぶことができました。

教 育 学 部 といえ ば教 育 実 習 …

教 育 実 習 を終 えての感 想 は？

事前に先輩方から｢大変だよ!｣と言わ

れていたので心していたのですが､始

まってみるとあっという間

でした。小学校と幼稚園へ

３週間ずつ実習に行った

のですが､ 授業や遊びの

中で､自分のやり方･関｡

、 わり方次第で子供たちil

の反応が変わってくる

レ
Ｘ

Ｓ
一
一こ乗り切 ったメン バーと

ことがとても面白かったです｡また小学

校と幼稚園の両方で実習できたことで、

それぞれの違いを肌で感じることもで

き､｢小1プロブレム(＊)｣などについても

改めて考えるきっかけになりました。

課外活動などはしていましたか?

4 。J

ｔ
／

、
ｊ

地域アシスト活動で支援後に行う大学カンファレンス

4 年 生 か ら 地 域 ア シ スト活 動 に 参 加 し

て い まし た｡ こ の 活 動 は 対 象 の 小 学 校 へ

赴 き､ 一 つ の クラ ス に 継 続 的 に ア シ スト

とし て 入 る 活 動 を 通 し て､ 見 え て き た ク

ラ ス の 課 題 な ど を 大 学 へ 持 ち 帰 り､ よ り

よ い ク ラ ス 作 り の た め に は ど う し た ら

コースのみんなでBB Ｑ

良いか､大学教員､大学院生､専攻科学

生､現役の小･中学校･特別支援学校教

諭の方と話し合うものです｡学生のころ

からリアルな教育現場の問題などを目

にすることができたこと､またその課題

に対する改善策を考える機会があった

ことは､教職につ＜私にとってとても意

味のある経験でした。

今後について教えてください

４月 から は県 内 で 小 学 校教 諭として

働きます。教 育 実習 や 地 域アシ スト活 動

を通して､ 教育 の 現場 におい て主 役は 子

供 たちで あ る､ということを改 め て実 感

し まし た｡ 子 供 たちをリードすることも も

ちろ ん 大切 で すが､ 子 供 の 様子をよ＜見

て､ その 子 の やり たいこ とをサ ポ ートし

てあ げ られる､ 後ろ からそっと 背 中を 押

してあ げ られるよう な先 生 になりたいと

思って います。

受験生 にアドバイスを!

受 験 は 個 人 戦で もあ り､ 団 体 戦 でも

あ りま す。隣 で 頑張って いる 友人 はよ き

ラ イバ ルで あり､ よき 理 解 者 で す｡ 私 自

身､ 同じよう に目 標 に 向かって 頑 張って

い る 友 人 の 姿 に､ 何 度 も 支 えら れまし

た。また､ たまには息 抜 きも 大 切で す 。リ

フレッシ ュも 意 識し な がら､ 受 験 を乗 り

切ってください!

゛I゙゙ 友人と旅行｡日本最古の

学校｢足利学校｣へ

″先生″になるという夢を実現するため

勉強してきた4 年間

子どもの背中をそっと押してあげられる

そんな先生を目指します

(＊)ﾉ｣ロプロブレム:

保育園や幼 稚園を卒園

した後に､子どもたちが

小学校での生活や雰囲

気になかなか馴染めず、

落ち着かない状態が数

力月続く状態のこと。

展覧 会で出 品した作 品

教育学部幼小発達教育コース4年

宮渾 玲成
(山 梨県出 身)

MIY ＡZＡＷＡ Rｅiｎａ
Ｃ

研究活 動やサークル､ プライベートにと輝く山梨 大生を紹介しますO
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山梨大学を選んだ理由は?

1年生の時から市中の病院で実習を

行う､早期臨床体験に魅力を感じ受験

を決めました。入学して早々に現場を

見ることができたことで､｢ 医師になり

たい｣というモチベーションが上がりま

した。

医 師 を目指 す ようになった

きっかけ は？

幼少期に医療系のアニメやドラマを

見で 医師"という職業に興味を持ちま

した。医学の知識を使って様々な病気の

患者さんを治す姿を見て､とても感動し

たのを覚えています。

本格的に意識するようになったのは

中学生の頃。部活動中にヶガをして整

形外科に通うようになったのですが､そ

のときの先生方がたくさん相談にのって

＜れたことがとても心に残り､病気やヶ

ガを治すだけでなく､患者さんに親身に

寄り添う医師になりたいと思うようにな

りました。

実 習 を通して

印 象 に残 って いることは？

医師が手術を提案しても､手術を受

け入れられない患者さんがいたことで

実習メンバーと

旅行で長野へ｡諏訪湖をパップに

一１｡4j

…

… ……万l:ji!

間,

●a. ●..･･●:･･ .●　　　.

す｡医師としては患者さんの病気を治し

たいという思いがあって手術の提案を

していますが､手術をすることに対する

不安や身の周りの人に迷惑をかけてし

まうという気持ちから､手術を希望しな

い患者さんに会いました｡｢患者さんを

治したい｣という気持ちと､｢患者さんの

考え方に寄り添いたい｣という気持ちが

あり､どう向き合っていくかが難しいと

感じました｡ 患者さんに寄り添いなが

ら､その患者さんにとって最善の道を考

えていきたいです。

大学生活はいかがですか?

大学から一人暮らしをすることにな

り､最初は生活リズムを整えたり､自炊

したりするのが慣れず大変でした｡実家

にいたときはずっと両親に頼りっぱなし

だったので､ありがたみが身にしみてい

ます。

部活動には入っていますか?

弓道部に入っています｡高校生のとき

からやっていたので､もう8 年目になり

ます。

2年生のときは勉強や基礎医学実習

が忙しくなり､部活との両立が大変でし

たが､｢ 単位を落とすくらいなら勉強を

2021 年1 月の初射会

優先する｣というのが部の方針だったの

で､うま＜両立することができました。

部活の先輩後輩と食事

高校時代の友人とフルーツ公園へ

受 験生にアドバイスを

お願いします!

受 験 期 は｢ いろいろ なこと に疑 問をも

つこと｣ が とても 大 切 で す｡ 参 考 書を 見

て､ な ぜ その 解 き方 が 書 いてあ るの か 、

別 解は ないの かを常に 考え､ 理 解を深 め

てください。

また､ 自 分 が本当 に理 解して いるの か

を確 かめる ため に､ 人 に教え たり 紙に 書

き 出し たりして アウトプットすることも大

切 で す。苦し い 時 期もあ りますが､ 最 後

まで 諦め ず､ 乗り越えてください!

患者さんの病気やヶガを

治すだけでなく、

親身に寄り添う

医師を目指します

P ｅｏＰｌｅ●
医学部医学科5年

川森 淳司
(愛知 県 出身)

ｙ

蜂
1
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Ｏ 山梨大 学ダン ス部

初 心 者 屯 大 歓 迎! ！

白 分 の や りた い ス タ イ ノレで 、楽 し くダ ン ス ！

私たちダンス部が踊っているダンスは､ス　　日々磨きをかけています｡毎年何人か経験

トリードダンスを中心としたものです｡山梨大　　者はいますが､ その他はみんな初心者で

学ダンス部にはストリートダンスの代表的な　　すo 先輩から教わったり学外のイベントや

ジャンルである｢Breaking｣｢Lock｣｢PopJ　 ｗｏrkshoP で得たものを部に還元したりして｢Ho

ｕsｅ｣のほかに､｢Kr ｕmp｣｢MiddLe｣　 ダンスを追求し続けています。

(hor ｕs ｏ山梨大学合唱団

合唱フェスティバル

私たち合唱団は､各種合唱イベントに参

加するほか､自分たちで演奏会を企画運営

し､積極的に活動しています｡また､他大学

との交流も盛んに行っていて､昨年度は山

梨大学含め7 大学での合同演奏会を実現す

ることができました｡異なる大学の合唱団と

ともに約150 人で歌う機会は滅多にあるも

のではなく､とても貴重な経験となりました!

また､山梨大学合唱団は樹の会という合

唱団体に所属しています｡音楽監督兼常任

指揮者に山梨県出身で指揮者として活躍し

12 山梨大学広報誌[ヴァイン]

|‾　　団員全員で声を合わせ罰

て いる 藤 井 宏 樹 先 生 を お招 きし､ 日 々

充 実し た合 唱 活 動をし てい ま す｡ 特 に

幸　
年 に１度 の 定 期 演 奏 会 で は そ の 年 の

こ 集 大 成 とし て､ そして 日 頃 支 え て い た

だいて いる方 々 へ 感 謝を 届け るため にJ

演 奏し て います｡ また､ シ アタ ーヒ ース

形 式 の 合 唱 オペ ラ の 上 演と い った 山

梨 大 学 合 唱団 だ からこ そ できる 活 動も 行っ

てい ますO

演 奏 会 だけ で な＜､ 毎 年 恒 例 のお 花 見 や

ﾌ大学合同演奏会集合写真

【基 本 Ｄａtａ】

○ 部 員 数 ：８０人

○ 主 な 活 動 場 所 ：大 学 会 館

○ 活 動 日 ： 毎 週 月･ 水･ 木 曜 日

○SNS 公 式 ア カウ ント

Ｔｗittｅr(＠ Ｄａｎｃｅ_Ｙａｍａｎａshi)　lnstagr

ａｍ(＠ｄａｎｃｅ_10 ｖｅrs.y)　

ＹｏｕＴｕbe( 山 梨 大 学 ダ ン ス 部)

【基本Ｄａtａ】

○部 員数 ：１８人

Ｏ主 な活動場所:LC-27 教室. 学生 会館

Ｏ 活動日：週4 日

○SNS 公式アカウント

Ｔｗittｅr(＠ｎａshidai_ｃｈｏrｕs)

lnstagrａｍ(＠ｎａshidai.chor ｕs)

ＹｏｕＴｕbe( 山 梨大学合 唱団)

クリスマスパーティー､ハロウィーンの仮装

パーティーなどの遊び企画も盛りだくさん

です｡団員と共に歌い､遊びながら充実しす

ぎた大学生活を送っています!

男女や学年関係な＜､声を合わせ､心を合

わせ日々歌っている楽しいサークルです｡少

しでも興味が湧いた人は各種SNS もぜひ

チェックしてみてくださいね｡体験練習､見

学いつでも受付中です｡皆さんと一緒に歌

う日々を楽しみにしています。



戸爽

甲府キャンパス[山梨大学ダンス部/山梨大学合唱団] 医学部キャンパス[医学部弓道部/医学部交響楽団]

Ky ＵｄＯ（lUb ○医学部弓道部

初 心 者 も` 経 験 者 屯 自 分 の ペ ー ス で 上 達 で き る

武 道 が 気 に な っ て い る 人 は 必 見 ！

弓 道 は武 道なので厳しそう､ 難しそう…とい　　 では 流 れが 重要 で､ 矢 声というも ので互 い に

う 印象を持つ人もいる かもしれません が､私 た　　 声をかけて励 ましあうので､ 非 常に盛り上 がり

ち弓 道 部は 和気 あ いあ いと 活 動して いますO　　 ます!

｢中 高であまりスポーツをしてこなかった｣とい　　　 弓 道 部 は普 段 和 や かに 仲良 ＜活 動しつ つ

う人も 心配しないでください!上 級生が 最初 か　　 も､ 守るべきルールはしっかり守り､気を緩め す

ら丁 寧に教えてくれますし､ 未経験 者でも 試合　　 ぎず､ 武 道とし ての弓 道も､ スポーツとし ての

で活 躍している人は たくさんいますOまた道着　　 弓 道も 突き詰めら れるよう 部員 一同 励 んでい

や着 物を着て みると武 道に 触れている感じが　　 ます｡ また上 級生 の面 倒 見もよ ＜､わからない

するので､ 武 道 や日 本文 化 に興味 があ るとい　　 ことがあ れば教えてくれ たり､一 緒 に悩んで＜

う人 にもおすすめです!　　　　　　　　　　　　　 れたりと､ 後 輩思 いの上 級生 か多 いです｡う ま

試合 は関 東 大 会や 東 医体 など の公 式 戦や　　 くい か ずに蹟きそう になった時 でも､ 引っ張り

他校との対抗戦が

あります｡試合形式

としては個人戦と

団体戦があり､団体

戦では主に６人１

チームで弓を引き

ます｡個人競技とし

て見られがちな弓

道ですが､ 団体戦

チーム一丸となって試合に臨みます 道場にて集合写円

Sy ｍｐｈｏｎy ｏr(hestr ａ⊃ｑｎｎ 団

魅 力 は 部 員 全 員 で 作 り 上 げ る 一 つ の 音

ぜ ひ 私 た ち と 一 緒 に 演 奏 し ま せ ん か ？

交響楽団とは､｢オーケストラ｣とも呼ばれ、　 スプリングコンサート向けて日々練習を重

弦楽器､管楽器､打楽器で構成されており､主　　 ね､毎週土曜日には全体合奏を行います｡ま

にクラシック音楽を演奏します｡部員は､初心　　た､本番1 か月前には合宿やアンサンブル大

者から楽器経験者まで様々な人が所属して　　 会を行い､ 互いに演奏レベルを高め合いま

いますが､半数以上は大学から楽器を始めて　　す｡こうして徐々に準備を進めていき､本番を

います｡なので､楽器に触れたことがないとい　　迎えます｡オーケストラの魅力といえば､何と

う人でも安心してください｡先輩たちがーか　　いっても全員の音が1 つになる喜びです｡最

ら教えてくれます!実は､現指揮者も幹部も大　　初はパラパラたった音が1 つに重なりホール

学から楽器を始めました。　　　　　　　　　　　に響き渡る瞬間､それを観客の皆さん､部員

私たちの部の特徴は､曲決めから企画､運　　のみんなと共有できる瞬間は格別です｡ここ

営､指揮まで全て学生が行っていることです。　　3年間はコロナウイルスの影響で有観客での

毎年10 月に行う定期演奏会と､3 月に行う　　開催が出来ていませんが､今年こそは皆さん

定期演奏会での集合写真

f跳 川 闇 ｍ ｍ 咄 咄 闇

【基本Ｄａtａ】

Ｏ部員数：４７人

Ｏ主な活動場所：弓道場

Ｏ活動日：毎週月･水･土曜日

OSNS 公式アカウント

Ｔｗittｅr{＠yｍｎsh_kyｕdo}

四大学対抗戦にて

上 げてくれます。

試合で活 躍したいあ なたも､弓 道ってど んな

も のなんだろうと気 になっているあ なたも 是非

道 場に足を運 んで みてください!

l基本Ｄａtａ】

○部 員数 ：６３人

○主 な活動場所 ：福利厚生棟

○活 動日：毎週 土曜日

(演奏会1 か月 前は毎 週水､ 土 曜日)

○SNS 公式アカウント

Ｔｗittｅr(＠ｕyｍ-ｏrchestrａ)

lnstagrａｍ(＠ｏrｃｈｅstrａ_yｍｕ)

アンサンブル大会の様子

に私 たちの 演奏を聴いて 頂きたいで す!

昨年10 月に行われた定期演奏会での演奏風景

山芙大学広報誌[ヴァイン1 13
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小･中学生向け教育プログラム｢やまなしジュニアドクター育成自然塾｣始動!

本学では､国立研究開発法人 科学技術振興機構(JST) の支

援を受け､県内外の小学5 年生から中学3年生を対象とした､新たな

教育プログラムを始動させました。

本プログラムでは､南アルプス･ユネスコエコパークを活用した体感

的な観察･調査､山梨大学キャンパス内での講義や研究を通じて、

環境化学､生態学､生物学､コンピュータ理工学､社 会科学などの

視点から幅広く自然と社会を理解し丁自由な発想で新しいアイデア

や技術を創造し､持続可能な社会の実現に貢献するひと｣を育成す

ることを目指します。

文部科学省 令和4年度 大学教育再生戦略推進費｢

地域活性化人材育成事業～SPARC ～｣に採択
本 学 が 事 業 責 任 大 学 となり､山 梨 県 立 大 学 を事 業 の 参 力日校 として

申 請 してい た｢ 知( 地) のソーシャルキャピタル～ 学 び の 山 梨 モデ ル

～ 構 築 事 業｣ が ブ 地 域 活 性 化 人 材 育 成 事 業 ～ＳＰＡＲＣ～"( 以

下､ ＳＰＡＲＣ　＊) へ 採 択 されました。

今 後 は 大 学 等 連 携 推 進 法 人 制 度 の 教 学 上 の 特 例 措 置 などを 活

用した 教 養 教 育 改 革 や､ 文 理 横 断 型 の 特 別 教 育 プ ログラムの 開

設､ 令 和10 年4 月に文 理 横 断 型 の 教 育 を基 盤 とした学 部 等 の 再 編

を実 施 する計 画 で す
Ｏ
ＳＰＡＲＣの 実 施 にあたって は､ 地 方 にお ける

新 たな 大 学 改 革 の先 駆 けモデ ルになるよう努 めていき､地 域 が真 に

求 める人 材を育 成 することで､ 地 域 の 発 展 に貢 献 していきますO

＊ＳＰＡＲＣ…地域社会と大学間の連携を通じて既存 の教育プログラムを再構

築し､地域を牽引する人材を育成することを目的とした事業
採択後の記者会見の様子

令和5 年度山梨大学･読売新聞連続市民講座「知る喜び～ひと･＜らし･けんこう～」

本学では令 和5 年度も読売 新聞甲府支　 【スケジュール一覧表】

局 との 共 催 で､｢ 知 る 喜 び ～ ひと･くらし･ け ん こ

う～｣ と題 し た 全10 回 の 連 続 市 民 講 座 を 開

催 し ます 。

聴 講 無 料｡ 令 和5 年4 月 ～ 令 和6 年3 月 の

第3 土 曜 日(11 月 の み 第2 土 曜 日｡8 月 及 び1

月 は 休 講)､ 本 学 の 教 員 が 専 門 の 分 野 を 図

解 等 用 い て わ か りや すく開 催 します 。

【 日 時･ 場 所 】

開 催 日 ： スケジ ュ ー ル 一 覧 表 参 照

時　 間:13:30 ～15:00( 開 場13:00)

受 講 料 ： 無 料

【お 問 い 合 わ せ 先 】

山 梨 大 学 教 務 企 画 課 連 続 市 民 講 座 担 当

電 話:055,220-8043FAX:055-220-8796

メ ー ル:ko ｕkai-ko ｕｚａ＠ｙａｍａｎａｓhi.ａｃ.jｐ

※申込方法や詳細は､大学ＨＰで　回

ご確認ください。

※今 後の状 況により､開 催方 法等

変更となる場合があります。

(令和5 年2 月１７日時点)

�開催日 � 講義タイトル � 所属 � 講師

第1回 �　2023
年4

月15日(土) �　

糖尿病つてどんな病気?

～理解と予防と付き合い方～ �
医学部 �土屋恭一郎

第2回 �　2023
年5

月20日(土) �
これからの時代の感染症対策 � 医学部 �井上　修

第3回 �　2023
年6

月17日(土) �　　　　　

土砂災害に備える

｀ 山梨で発生する地盤災害について～ �

工学部 � 後藤　聡

第4回 �　2023
年7

月15日(土) �　　

発酵食品つて何?

～ 基礎から商品開発まで～ �
生命環境学部 �柳田藤寿

第5回 �　2023
年9

月16日(土) �　　　　　

仮想空間のための技術

～CG/VR･ シミュレーション･AIで生活を豊かに～ �
工学部 �安藤英俊

第6回 �　2023
年10

月21日(土) �
宇宙に学ぶ新エネルギー材料創製 � 工学部 �佐藤哲也

第7回 �　2023
年11

月11日(土) �

古代の富士山噴火と地域社会　

～貞観の大噴火を中心に～ �
教育学部 �大隅清陽

第8回 �　2023
年12

月16日(土) �
男性にもある更年期障害 � 医学部 �深田智史

第9回 �　2024
年2

月17日(土) �　

海の微生 物がつくる雲

～気候と生物の相互作用 �
生 命環境学部 �松本　潔

第10回 �　2024
年3

月16日(土) �

こころを癒すカウンセリング心理学の世界

～援助者の効果的なコミュニケーション～ �
教育学部 �田中健史朗

※ 講 義 内 容 は変 更となる 場 合があります。予 めご了 承ください 。

山梨大学広報誌[ヴァイン]
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無差別･平等の医療で地域のニーズに誠実にこたえる

プロフェッショナルを養成します。
ご溢／心 ／

啓三こ圖
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令和5 年度 学年暦(年間予定表)

事　　　項 � 期　日　等

前期 開始 �4月　１日(土)

ガイダンス等 �4月 ３日(月)～4 月12 日(水)

入学式 �4月 ６日(木)

前期 授業開始 �4月13 日( 木)

前期 授業 終了 �8月　１日(火)

夏季 休業 �8月 ２日( 水)～9 月21 日( 木) 各学部で定める

秋季 卒業 式･修了式 �9月26 日(火)

前期 終了 �9月30 日(土)

(注) １．授業振替日とは､ 授業回数 が不足している曜日につい て｡ 当該不足曜日の

授業を振替えて行うものです。

事　　　項 � 期　日　等

後期開始 �10月 １日(日)

開学記念日 �10月 １日(日)

秋季入学式(大学院) �10月2 日(月)

後期授業開 始 �10月 ２日(月)

大学祭(医学部キャンパス)�10月27 日(金) ～10 月29 日(日)

大学祭(甲府キャンパス) �11月3 日(金) ～11 月　5日(日)

冬季休業 �１２月23 日(土) ～1 月 ３日(水) 各学部で定める

授業振替日 �１月9 日（火 ）月曜日の振替日

授業振替日 �１月10 日（水 ）金曜日の振替日

後期授業終了 �1 月31 日(水)

春季休業 �2 月　１日(木) ～3 月31 日(日)各学部で定める

卒業式･修了 式 �3 月22 日(金) 予定

後期終了 �3 月31 日(日)

住友電工
デバイス・イノベ ーション

ＳＵ ＭＩＴＯ ＭＯ ＥＬＥＣＴＲＩＣ ＤＥＶＩＣＥ ＩＮＮ ＯＶＡＴＩＯ ＮＳ

私たちは、組合員や地域の皆さまに、

より良いサービスを提供し続けることをお約束します。

●IXI ヱl二まﾑ迦．山梨大学の研究と春

リニューアルされたワイン科 学研 究 センターでは､日々最

新のワイン科学 研究 が行われていますo

今回 の表 紙 イラストは､ 大学 で行われている研 究､ 山梨

の代名 詞である葡 萄､暖 かな春 の訪 れを告げる桜 のコラ

ボレーションです。

新学 長 が誕 生し､新 たな一歩を踏 み出すこととなった本

学 は､ 今後も｢ 地 域の 中核･世 界 の人 材｣ 育 成の ため邁

進していきます。

今回 のＶｉｎｅもぜひ楽しんでご覧い ただければ幸いです。

[ 表 紙 イラスト制 作]

ぐらい ん屋( 鈴木 律)EIrit ｓｕｋｏｍｏｂｏ＠８ｍａｉｌ.ｃｏｍ

皆様のベストパートナーをめざして

山 梨 県 民 信 用 組 合

丁目２缶３４ 号 ＴＥＬ０５５－２２８－5151 （代）

昌 認 Ｍ 昌:GC)ALS

「山梨県民信用組合は持続可能な開発目標(SDGS) を支援しています｣

山梨大学広報 ヴァイン
2023
VOI.42
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[本誌に関するご意見･お問い合わせ先]

山 梨 大 学 企 画 部 広 報 企 画 課

ＴＥし055-220-8006

E-Maillkoho ＠y ａｍａｎａshi,ａｃ.｣･p

ザ

羅

宍

有 料 広 告 を 募 集 し ま す
、

ご ご 昌 誌Ｖｉｎｅに｢広告｣を

広報Ｖｉｎｅは､毎年2 回､ 全国の教育機関等に配布しています｡ぜひ､貴社の広告、PR

活動にお役立てください｡詳しくは､本学ホームページをご覧＜ださい。

山 梨 大 学･INIVFQSI'YCry

ＡＭＡＮＡSHI

圖

公 式Ｔｗittｅr

５Ｇ 時 代 を 支 え る 通 信 用 デ バ イ ス で 明 日 を 創 る
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